
か
ど
べ
の

門
部

お
お
き
み
王
「
飫
宇
の
海
」
歌
の
景
観
論
的
考
察

神じん

英

雄

は
じ
め
に

一
、
二
人
の
門
部
王

二
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
見
え
る
意
宇
平
野

⑴

飫
宇
お
う
の
海
の
河
原

⑵

中
海

⑶

山
陰
道

⑷

国
守
館

三
、
門
部
王
の
二
首
へ
の
接
近

⑴

巻
３
｜
三
七
一
に
つ
い
て

⑵

巻
４
｜
五
三
六
に
つ
い
て

む
す
び

は
じ
め
に

『
万
葉
集
』に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
中
、
山
陰
地
方
に
関
係
す
る
歌
は
約
五
〇

首
ほ
ど
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
歌
に
詠
ま
れ
た
世
界
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
に
は
、
当
時
の
景
観
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
捉
え
た
上
で
、
作
品
の
文
学
性

に
迫
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
石
見
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
景
観
論
の

立
場
か
ら
論
じ
て
き
た１
）
。
そ
の
よ
う
な
景
観
論
的
研
究
の
延
長
と
し
て
、
や
が
て

出
雲
の
万
葉
歌
と
景
観
の
関
係
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

歌
・
題
詞
・
左
註
か
ら
出
雲
に
関
係
す
る
と
さ
れ
る
歌
が
五
首
あ
る
（
巻
３
｜
三

七
一
・
巻
４
｜
五
三
六
・
巻
７
｜
一
二
三
三
・
巻
20
｜
四
四
七
二
・
同
四
四
七
三
）。

そ
し
て
、
巻
３
と
巻
４
に
は
、
出
雲
守
門
部
王
が
詠
ん
だ
次
の
二
首
の
歌
が
載
る
。

出
雲
守
門
部
王
、
京
を
思
ふ
歌
一
首

後
に
、
大
原
真
人
の
氏
を
賜
ふ

①

飫
宇
お
う
の
海
の
河
原
の
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
わ
が
佐
保
河
の
思
ほ
ゆ
ら
く
に

（
巻
３
｜
三
七
一
）

門
部
王
の
恋
の
歌
一
首

②

飫
宇
の
海
の
潮
干
の
潟
の
片かた
思もい
に
思
ひ
や
行
か
む
道
の
長
手
を

（
巻
４
｜
五
三
六
）

右
は
、
門
部
王
、
出
雲
守
に
任
さ
す
時
、
部
内
の
娘
子
を
娶めと
る
。
い
ま
だ
幾

時
な
ら
ず
し
て
、
既
に
往
来
を
絶
つ
。
月
を
累かさ
ね
て
後
、
ま
た
愛
し
ぶ
る
心
を

起
す
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
娘
子
に
贈
り
致
す２
）
。

こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
当
時
の
出
雲
の
景
観
と
現
在
の
も
の
は
だ
い
ぶ
異
な
る

が
、
文
学
的
価
値
を
追
求
す
る
研
究
で
は
、
現
景
観
に
基
づ
い
た
不
確
か
な
推
測

に
よ
る
注
釈
や
考
察
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
歌
の
中
に
出
て
く
る
地
名
に
つ

）
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い
て
、
充
分
な
検
討
を
経
ぬ
ま
ま
場
所
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た３
）

。
こ
の
方

法
だ
と
、
正
確
な
景
観
が
判
明
し
た
時
、
歌
の
組
成
が
瓦
解
し
て
、
描
か
れ
た
情

景
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

幸
い
に
し
て
、
出
雲
に
は
当
時
の
景
観
を
詳
細
に
描
写
し
た『
出
雲
国
風
土
記
』

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
出
雲
国
府
周
辺
の
総
合
調
査
が
進
み
、
当
時
の
河
川
・
湖
の

汀
線
・
植
生
・
駅
路
・
国
庁
周
辺
の
官
衙
や
居
宅
、
耕
地
な
ど
の
空
間
構
成
が
か

な
り
判
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
国
庁
周
辺
の
景
観

上
の
特
徴
を
把
握
し
た
上
で
歌
を
分
析
す
れ
ば
、
出
雲
の
古
代
景
観
が
門
部
王
の

作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
が
理
解
出
来
る
だ
ろ
う
。
以
下
に
お
い

て
、
国
文
学
の
佐
佐
木
忠
慧
の
歌
枕
研
究
の
手
法４
）

に
導
か
れ
な
が
ら
、
出
雲
国
守

門
部
王
の
二
首
に
迫
り
た
い
。

一
、
二
人
の
門
部
王

『
万
葉
集
』に
は
、門
部
王
の
名
が
表
記
さ
れ
た
歌
が
五
首
収
め
ら
れ
て
い
る（
巻

３
｜
三
一
〇
、
巻
３
｜
三
二
六
、
巻
３
｜
三
七
一
、
巻
４
｜
五
三
六
、
巻
６
｜
一

〇
一
三
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
一
人
で
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
八
世
紀
前
半
の

ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
門
部
王
と
い
う
同
名
の
人
物
が
二
人
存
在
し
、
二
人
の
詠
ん
だ

歌
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
佐
野
正
己５
）
や
黛
弘
道６
）
ら
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
人
は
、
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
刑
部
大
判
事
や

造
頓
宮
司
を
経
て
弾
正
尹
と
な
り
、天
平
九
年
頃
に
亡
く
な
っ
た
門
部
王
で
あ
る
。

彼
は
巻
３
｜
三
二
六
、
巻
６
｜
一
〇
一
三
を
詠
ん
だ
。

今
一
人
の
門
部
王
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』に
敏
達
天
皇
の
孫
百
済
王
の
後
裔
と
記

さ
れ
、
応
永
三
三
（
一
四
二
六
）
年
に
成
立
し
た
『
本
朝
皇
胤
紹じょう
運うん
録ろく
』７
）

と
い
う

天
皇
の
系
図
に
は
、
天
武
天
皇
の
皇
子
長
親
王
（
長
皇
子
）
の
孫
で
川
内
王
の
子

と
あ
る
。

彼
は
和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
正
月
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
霊
亀
三
（
七
一

七
）
年
正
月
に
従
五
位
上
と
な
っ
た
。
養
老
三
（
七
一
九
）
年
七
月
の
伊
勢
守
在

任
中
に
按
察
使
を
兼
任
し
、
伊
賀
・
伊
勢
の
二
国
を
管
し
た
。
二
年
後
に
正
五
位

下
と
な
り
、
さ
ら
に
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
に
正
五
位
上
と
な
り
、
続
い
て
同
五

年
五
月
に
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
。

彼
の
歌
に

東
の
市
の
植
木
の
木こ
垂だ
る
ま
で
逢
は
ず
久
し
み
う
べ
恋
ひ
に
け
り

（
巻
３
｜
三
一
〇
）

大
意

東
の
市
の
植
木
の
枝
が
垂
れ
下
が
る
ま
で
久
し
く
逢
わ
な
か
っ
た

の
で
、
こ
ん
な
に
恋
し
く
思
う
の
も
も
っ
と
も
だ
。

と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
佐
野
は
、
伊
勢
守
の
任
を
終
え
て
都
に
戻
っ
た
時
の
歌

だ
ろ
う
と
推
理
す
る
。
首
肯
出
来
る
見
解
で
あ
る
。

そ
の
後
、
彼
は
出
雲
守
と
な
っ
た
。『
続
紀
』に
門
部
王
の
出
雲
守
就
任
の
記
事

は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
養
老
三
年
、
伊
勢
守
在
任
時
に
按
察
使
を
兼
務
し
た

こ
と
が
載
り
、
こ
の
年
、
息
長
真
人
臣
足
が
出
雲
守
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
出
雲
に
出
か
け
た
の
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
天

平
六
（
七
三
四
）
年
二
月
に
は
平
城
京
に
い
た
こ
と
も
判
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
か

ら
、
門
部
王
の
出
雲
守
在
任
期
間
は
、
養
老
四
年
頃
か
ら
天
平
六
年
頃
ま
で
の
間

の
い
ず
れ
か
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
澤
潟
と
佐
野
は
、
①
・
②
の
載
る
巻
３
・
巻
４
の
歌
が
ほ
ぼ
年
代
順

に
歌
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
前
後
の
歌
の
年
代
関
係
か
ら
、
養
老
四
年

か
ら
神
亀
年
間
に
か
け
て
赴
任
し
て
い
た（
澤
潟８
）
）、
あ
る
い
は
神
亀
元
年
に
出
雲

守
に
任
じ
ら
れ
た
（
佐
野
）
と
し
た９
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
黛
弘
道
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
専
横
政
治
が
行
わ
れ
た
期
間
は
、

一
例
を
除
い
て
い
ず
れ
も
三
位
か
四
位
の
者
が
守
と
し
て
赴
任
し
た
が
、
そ
れ
以

外
は
概
ね
五
位
の
者
が
出
雲
国
守
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
門
部
王

の
在
任
期
間
を
息
長
臣
足
と
石
川
年
足
の
二
人
の
国
守
の
間
に
求
め
、養
老
五（
七

二
一
）
年
に
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
前
後
数
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
た10
）
。

「
上
国
」で
あ
る
出
雲
国
守
の
官
位
相
当
階
は
従
五
位
下
で
あ
る
が
、
黛
の
指
摘
す

る
よ
う
に
、
仲
麻
呂
時
代
を
除
く
と
、
出
雲
守
の
位
階
は
従
五
位
下
か
ら
正
五
位

下
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
養
老
五
（
七
二
一
）
年
前
後
と
す
る
黛
の
考
察
は
正

し
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
の
が
冒
頭
の
二
首
（
①
・
②
）
で
あ
る
。

門
部
王
は
、
神
亀
年
間
（
七
二
四
〜
七
二
九
）
に
は
六
人
部

む
と
べ
王
・
長
田
王
・
狭

井
王
・
桜
井
王
・
石
川
朝
臣
君
子
・
阿
倍
朝
臣
安
麻
呂
・
置おき
始そめ
王
ら
十
余
人
と
と

も
に
「
風
流
侍
従
」
と
称
せ
ら
れ
た11
）
。

天
平
六
（
七
三
四
）
年
二
月
平
城
宮
の
朱
雀
門
前
広
場
に
お
い
て
天
覧
の
歌
垣

が
催
さ
れ
た
。
こ
の
歌
垣
に
は
男
女
二
四
〇
余
人
が
参
加
し
、
門
部
王
は
五
位
以

上
の
風
流
あ
る
者
の
頭
の
一
人
を
勤
め
た
。
同
九
年
に
は
右
京
大
夫
と
な
り
、
同

十
一
年
四
月
、
高
安
王
と
と
も
に
大
原
真
人
の
氏
姓
を
賜
っ
た
。
彼
は
同
十
七
年

四
月
二
十
三
日
に
卒
し
た
。
時
に
従
四
位
上
大
蔵
卿
で
あ
っ
た
（
門
部
王
略
年
譜

参
照
）。

門
部
王
が
出
雲
に
赴
任
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
養
老
五
年
頃
、
神
宅
み
わ
臣
全
太

理
や
出
雲
臣
廣
嶋
ら
に
よ
っ
て
『
出
雲
国
風
土
記
』

天
平
五
（
七
三
三
）
年
完
成
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門
部
王
略
年
譜

和
銅
３
（
七
一
〇
）
年
正
月

従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。

霊
亀
３
（
七
一
七
）
年
正
月

従
五
位
上
と
な
る
。

養
老
３
（
七
一
九
）
年
７
月

伊
勢
守
在
任
中
に
按
察
使
と
な
り
、
伊

賀
・
伊
勢
の
二
国
を
管
す
る
。都
に
戻
っ

た
後
、
東
市
の
歌
（
３
｜
三
一
〇
）
を

詠
む
。

養
老
５
（
七
二
一
）
年

正
五
位
下
と
な
る
。

養
老
５
（
七
二
一
）
年
頃

出
雲
守
と
な
る
。
巻
３
｜
三
七
一
、
巻

４
｜
五
三
六
の
２
首
を
詠
む
。

神
亀
元
（
七
二
四
）
年

正
五
位
上
と
な
る
。

神
亀
５
（
七
二
八
）
年
５
月

従
四
位
下
と
な
る
。

神
亀
年
間
（
七
二
四
〜
七
二
九
）

六
人
部

む
と
べ
王
・
長
田
王
・
狭
井
王
・
桜
井

王
・
石
川
朝
臣
君
子
・
阿
倍
朝
臣
安
麻

呂
・
置おき
始そめ
王
ら
十
余
人
と
と
も
に
「
風

流
侍
従
」
と
称
せ
ら
れ
る
。

天
平
６
（
七
三
四
）
年
２
月

朱
雀
門
前
広
場
の
歌
垣
に
お
い
て
五
位

以
上
の
風
流
あ
る
者
の
頭
と
な
る
。

天
平
９
（
七
三
七
）
年

右
京
大
夫
と
な
る
。

天
平
11
（
七
三
九
）
年
４
月

高
安
王
と
と
も
に
大
原
真
人
の
氏
姓
を

賜
る
。

天
平
17
（
七
四
五
）
年
４
月
23
日

卒
（
従
四
位
上
大
蔵
卿
）。
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の
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。『
風
土
記
』に
描
か
れ
た
景
観
は
、
門
部
王
が
目

の
当
た
り
に
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
記
述

を
手
が
か
り
に
し
て
国
庁
や
国
守
館
が
あ
っ
た
意
宇
平
野
の
景
観
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
、
門
部
王
が
実
際
に
見
た
景
観
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
判
明
し

た
景
観
を
も
と
に
、
門
部
王
の
詠
ん
だ
二
首
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
文
学
性
に
迫

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

二
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
見
え
る
意
宇
平
野

⑴

飫
宇
お
う
の
海
の
河
原

中
国
山
地
の
天
狗
山
（
熊
野
山
）
付
近
か
ら
流
れ
出
し
た
意
宇
い
う
川
は
、
松
江
市

八
雲
町
を
北
流
し
、
大
草
町
付
近
で
北
東
に
向
き
を
か
え
、
意
宇
町
付
近
で
中
海

に
注
ぐ
。
全
長
約
十
一
・
五
キ
ロ
に
及
ぶ
川
の
上
流
に
は
熊
野
神
社
が
あ
り
、
下

流
に
は
意
宇
川
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
意
宇
平
野
（
南
北
約
一
・
三
キ

ロ
、
東
西
約
三
キ
ロ
）
が
広
が
る12
）
。

平
野
の
北
部
に
は
意
宇
郡
の
神
名
樋
山
（
野
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
茶
臼
山
（
一

七
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
（
図
１13
）
）、
茶
臼
山
の
北
東
に
は
国
分
寺
（
図
２
）・

国
分
尼
寺
が
あ
る
。
そ
し
て
、
平
野
南
部
に
は
出
雲
国
府
関
連
の
官
衙
や
居
館
、
工

房
な
ど
の
施
設
や
意
宇
郡
関
連
施
設
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

意
宇
川
の
「
意
宇
」
は
、
現
在
「
イ
ウ
」
と
読
む
が
、
古
代
に
は
「
オ
ウ
」
と

読
ま
れ
て
い
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、「
意
宇
お
う
川
、
源
は
郡
家
の
正
南
一
十

八
里
な
る
熊
野
山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
東
に
折
れ
流
れ
て
入
海
に
入
る
。
年
魚
、

伊
具
比
あ
り14
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
門
部
王
が
記
す
「
飫
宇
お
う
の
海
の
河
原
」
と
は
、

中
海
に
注
ぐ
意
宇
い
う
川
の
河
原
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

意
宇
平
野
で
は
、
現
河
道
の
ほ
か
、
二
つ
の
旧
流
路
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、
北
寄
り
の
流
路
が
最
も
古
く15
）
、
平
野
中
央
の
流
路
痕
は
古
墳
時
代
前
・
中
期

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る16
）
。
出
雲
国
府
が
つ
く
ら
れ
た
時
期
に
は
、
ほ
ぼ
現
在
と
同

じ
よ
う
な
流
路
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
段
階
で
は
、
平
野
中

央
部
の
一
部
に
旧
流
路
が
低
湿
地
と
し
て
残
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

古
代
の
意
宇
川
は
、
国
道
九
号
線
が
通
っ
て
い
る
砂
堆
に
妨
げ
ら
れ
て
西
側
に

大
き
く
湾
曲
し
、
砂
堆
の
内
側
に
沿
う
よ
う
に
北
に
向
か
い
、
さ
ら
に
竹ちく
矢や
町
付

近
で
東
に
向
き
を
か
え
て
中
海
に
注
い
で
い
た
。
現
在
の
河
道
は
、
後
世
、
人
為

的
に
砂
堆
を
開
削
し
て
意
宇
川
の
直
線
化
工
事
が
行
わ
れ
た
結
果
出
来
た
と
見
ら

れ
る17
）

。
ま
た
、
成
瀬18
）

に
よ
れ
ば
、
中
海
沿
岸
の

三
角
州

面

は
中
世
に
形
成

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
と
、
古
代
に
お
け
る
意

宇
川
の
河
口
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
松
江
駅
近
く
の

浜
分

付
近
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
意
宇
川
河
口
付
近
で
は
、
中
海
の
汀
線
（
海
岸
線
）
が
砂

堆
に
沿
っ
て
大
き
く
彎
入
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑵

中
海

門
部
王
が
「
飫
宇
の
海
」
と
表
現
し
た
の
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
「
入
海
」

と
記
さ
れ
て
い
た
中
海
を
指
す
。
現
在
の
中
海
は
、
弓
ケ
浜
半
島
に
よ
っ
て
日
本

海
と
分
断
さ
れ
、
わ
ず
か
に
境
水
道
で
繋
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
同
書
に
は
、
弓

ケ
浜
半
島
は
「
夜
見
の
嶋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
入
海
」
に
は
イ
ル
カ
・
ワ
ニ
・

ボ
ラ
・
ス
ズ
キ
・
コ
ノ
シ
ロ
・
チ
ヌ
・
シ
ラ
ウ
オ
・
ナ
マ
コ
・
エ
ビ
・
ミ
ル
な
ど

海
水
域
に
住
む
魚
介
類
が
生
息
し
て
お
り
、
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る19
）
。

高
安
克
己
・
竹
広
文
明
は
、
中
海
の
湖
底
か
ら
採
取
し
た
コ
ア
試
料
や
地
質
学
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図
門
部
王
在
任
時
期
の
意
宇
平
野

1.
神
名
樋
山（
野
）

2.
国
分
寺

3.
推
定
黒
田
駅

4.
介
館

5.
推
定
国
守
館

6.
推
定
意
宇
郡
家

7.
推
定
出
雲
臣
居

宅
（
廣
嶋
系
）

8.
推
定
意
宇
の
杜

9.
伝
阿
太
加
夜
神

社
旧
社
地

10.
推
定
国
掾
館

11.
国
庁

本
図
は
、
国
土
地

理
院
発
行
1 /25,000

「
松
江
」
で
あ
る
。

各
遺
跡
の
位
置
は
、

島
根
県
古
代
文
化
セ

ン
タ
ー
『
出
雲
国
府

周
辺
の
復
元
研
究
』

に
拠
っ
た
。

）
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デ
ー
タ
を
分
析
を
し
て
、『
出
雲
国
風
土
記
』に
記
載
さ
れ
た
地
形
や
植
生
を
推
定

し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
弓
ヶ
浜
半
島
を
形
成
す
る
砂
州
の
う
ち
、
約
三
分
の
一

以
上
を
占
め
る
「
外
浜
」
と
い
わ
れ
る
日
本
海
に
面
し
た
地
域
は
、
近
世
以
降
に

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
弓
ヶ
浜
半
島
の
頸
部
付
近
は
近
世
初
頭
ま
で
し
ば
し

ば
日
本
海
と
繋
が
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う20
）
。

ま
た
、
中
海
の
中
央
付
近
の
湖
底
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
か
ら
は
、「
弥
生

時
代
の
小
海
退
期
の
後
、
海
面
は
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
中
海
の
塩
分
も
上
昇
し
て

き
た
。
一
五
〇
〇
年
前
頃
に
な
る
と
閉
鎖
的
水
域
は
現
在
の
中
海
と
同
様
に
貧
酸

素
水
塊
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
一
四
〇
〇
年
前
頃
に
再
び
弓
ヶ
浜

の
一
部
が
沈
水
し
、「
夜
見
の
嶋
」が
出
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
海
に
海
水
が

容
易
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
環
境
は
一
変
し
た
。
塩
分
は
湖
心
部
で
も
現
在

の
境
水
道
か
ら
美
保
湾
程
度
で
あ
っ
た21
）
」。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、『
出
雲
国
風

土
記
』
の
記
載
が
正
確
な
も
の
だ
と
判
る
。

⑶

山
陰
道

圃
場
整
備
事
業
前
の
意
宇
平
野
に
は
約
一
〇
九
ｍ
毎
の
方
格
地
割
が
展
開
し
て

い
た
。
古
代
の
条
里
プ
ラ
ン
の
痕
跡
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
幅
約
十
四
ｍ
の
条
里

余
剰
帯
が
断
続
的
に
見
ら
れ
た
。
こ
れ
が
山
陰
道
の
痕
跡
で
あ
る
。
平
野
部
を
通

る
古
代
山
陰
道
は
直
線
的
に
敷
設
さ
れ
た
計
画
道
路
で
あ
り
、
意
宇
平
野
の
地
域

計
画
の
基
準
と
な
っ
た（
図
Ａ
｜
Ｂ
）。
平
野
の
大
半
に
見
ら
れ
る
一
町
毎
の
方
格

地
割（
条
里
プ
ラ
ン
）も
、
駅
路
を
基
準
に
施
工
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
東

出
雲
町
出
雲
郷

あ
だ
か
え
付
近
の
非
条
里
地
域
で
も
、
東
西
に
直
線
的
に
伸
び
る
道
路
痕
跡

が
連
続
し
て
見
ら
れ
る22
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
村
太
一
は
、
か
つ
て
中
林
保
が
推
定
し
た
「
山
代
町
・
竹

矢
町
・
大
草
町
の
各
大
字
境
界
が
、
逆
十
字
形
に
交
わ
る
地
点
を
「
国
庁
十
字
街
」

と
し
、
こ
の
地
点
か
ら
、
東
に
伸
び
る
竹ちく
矢や
町
・
大
草
町
の
境
界
線
を
正
東
道
に
、

北
に
伸
び
る
山
代
町
（
途
中
か
ら
は
矢
田
町
）・
竹
矢
町
の
境
界
線
を
隠
岐
道

（
き
た
に
ま
が
れ
る
み
ち

北

道
）
に
、
西
に
伸
び
る
山
代
町
・
大
草
町
の
境
界
線
を
ま
に
し
の
み
ち

正
西
道
に
比
定
す

る
、
考
え
方
を
踏
襲
し
た
い23
）
」
と
し
た
上
で
、
意
宇
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に

通
る
山
陰
道
駅
路
を
想
定
し
た
。
こ
う
し
て
推
定
さ
れ
た
古
代
山
陰
道
は
、
意
宇

郡
内
で
は
、
松
江
市
乃
木
福
富
町
の
松
本
遺
跡
か
ら
揖
屋
町
中
意
東
ま
で
約
十
二

キ
ロ
に
わ
た
り
ほ
ぼ
一
直
線
に
延
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
推
定
経
路
に
つ
い

て
は
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
が
考
古
学
的
立
場
か
ら
検
証
し
、
概
ね
妥
当

な
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る24
）

。

こ
の
区
間
の
山
陰
道
は
、
松
本
遺
跡
の
位
置
す
る
丘
陵
か
ら
東
側
の
平
野
を
見

通
し
て
測
量
し
た
可
能
性
が
あ
る25
）
。
そ
の
場
合
、
真
東
に
十
神
山（『
出
雲
国
風
土

記
』
に
は
砥
神
嶋
と
あ
る
）
山
頂
が
見
え
、
あ
た
か
も
十
神
山
を
見
通
し
て
計
画

的
に
敷
設
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
延
喜
式
』
に
は
、
出
雲
の
駅
と
し
て
、
野
城
・
黒
田
・
宍
道
・
狭
結
・
多
伎
・

千
酌
の
六
駅
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
黒
田
駅
に
つ
い
て
、『
出
雲
国
風
土

記
』は
、「
黒
田
の
駅
、
郡
家
と
同
じ
き
処
な
り
。
郡
家
の
西
北
の
か
た
二
里
に
黒

田
の
村
あ
り
。
土
の
体
、
色
黒
し
。
故
、
黒
田
と
い
ふ
。
旧
、
此
処
に
是
の
駅
あ

り
。
即
ち
号なづ
け
て
黒
田
の
駅
と
い
ひ
き
。
今
は
郡
家
の
東
に
属
け
り
。
今
も
猶
、
旧

の
黒
田
の
号
を
追
へ
る
の
み26
）
」
と
記
し
、
場
所
が
移
動
し
た
こ
と
が
判
る
。
門
部

王
在
任
中
は
、
国
府
北
方
の
十
字
街
に
接
す
る
場
所
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
図
３
）。
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⑷

国
守
館

国
府
に
は
、
守
・
介
・
掾
・
目
の
四
等
官
を
始
め
諸
官
人
の
住
む
館
が
あ
っ
た
。

出
雲
国
府
で
は
、
後
方
官
衙
群
の
北
側
の
大
舎
原
地
区
に
お
い
て
、
柱
間
三
ｍ
で

南
北
五
間
×
東
西
二
間
の
二
棟
の
大
型
建
物
が
発
見
さ
れ
、
周
辺
か
ら
「
館
」・

「
介
」・「
厨
」な
ど
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
、
介
館
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
図
４27
）

）。

門
部
王
が
住
ん
で
い
た
守
館
の
位
置
は
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

歴
史
地
理
学
の
研
究
で
は
、
恐
ら
く
国
庁
に
隣
接
す
る
場
所
に
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
（
図
５
）。
山
陰
道
と
き
た
に
ま
が
れ
る
み
ち

北

道
（
隠
岐
道
）
の
交
差
す
る
国
庁
十
字
街

付
近
に
は
黒
田
駅
に
隣
接
し
て
意
宇
郡
の
郡
家
（
図
６
）
も
置
か
れ
、
国
造
で
意

宇
郡
司
だ
っ
た
出
雲
臣
広
嶋
の
居
館
は
、十
字
街
の
北
東
に
推
定
さ
れ
て
い
る（
図

７
）。

三
、
門
部
王
の
二
首
へ
の
接
近

前
節
ま
で
に
判
明
し
た
意
宇
平
野
の
古
代
景
観
を
も
と
に
、
門
部
王
の
二
首
に

迫
り
た
い
。

⑴

巻
３
｜
三
七
一
に
つ
い
て

門
部
王
は
、
巻
３
｜
三
七
一
に
お
い
て
、

飫
宇
の
海
の
河
原
の
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
わ
が
佐
保
河
の
思
ほ
ゆ
ら
く
に

大
意

飫
宇
の
海
に
注
ぐ
河
の
河
原
に
鳴
く
千
鳥
よ
。
お
前
が
鳴
け
ば
私

の
故
郷
の
佐
保
河
が
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
、
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
万
葉
集
』巻
３

｜
二
六
六
の
柿
本
人
麻
呂
の
歌

淡
海
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
情こころも
し
の
に
古
思
ほ
ゆ

大
意

近
江
の
海
の
夕
波
に
飛
ぶ
千
鳥
よ
、
お
前
が
鳴
く
と
心
も
う
ち
な

び
い
て
、
し
み
じ
み
と
昔
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
こ
と
だ
。

を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
歌
に
は
、
栄
華
を
誇
っ
た
旧
都（
大
津
京
）

が
廃
都
後
急
速
に
荒
廃
し
て
い
く
こ
と
へ
の
悲
哀
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
人
麻
呂
の
自
然
な
感
情
の
発
露
で
あ
っ
た
。

柿
本
人
麻
呂
は
し
ば
し
ば
旧
作
の
一
部
を
引
用
し
た
が
、
そ
れ
に
接
し
た
宮
廷

人
は
、
脳
裡
に
旧
作
の
世
界
や
思
い
出
の
中
の
景
観
を
思
い
起
こ
し
、
よ
り
一
層

大
き
な
感
動
を
得
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
ん
に
人
麻
呂
の
作
品
を

援
用
し
た
だ
け
で
は
、
決
し
て
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

る
に
、
門
部
王
は
な
ぜ
人
麻
呂
の
歌
を
援
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
歌
の
背
景
に
は
、
井
上
實
が
考
察
し
た
よ
う
に
、
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国

司
と
国
造
を
頂
点
と
す
る
出
雲
の
在
地
勢
力
（
郡
司
）
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い28
）
。一
般
に
風
土
記
選
定
に
お
い
て
、中
心
と
な
っ
た
の
は
国
司
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
常
陸
で
は
巻
頭
の
表
記
か
ら
、
国
司
が
中
心
と

な
っ
て
編
集
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
判
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
雲
で
は
、
国
造
と
意
宇

郡
大
領
を
兼
務
す
る
出
雲
臣
廣
嶋
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
作
業
を
し
て
い
た
。
し
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か
も
、
そ
の
意
図
は
、「
詞
源
を
裁
定
す
る29
）

」こ
と
に
あ
っ
た
。
採
用
さ
れ
た
記
事

の
中
に
は
、
そ
れ
ま
で
中
央
政
府
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
著
し
く
異
な
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
た
。

門
部
王
は
、
風
土
記
編
集
で
は
完
全
に
カ
ヤ
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
に

出
雲
に
お
け
る
権
力
の
二
重
構
造
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
出
雲
に
お
い
て

地
縁
・
血
縁
を
持
た
な
い
国
司
の
寂
寥
と
悲
哀
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

国
守
館
の
南
側
を
意
宇
川
が
流
れ
、
南
岸
に
は
低
い
丘
陵
が
広
が
る
。
そ
の
景

観
は
平
城
京
の
佐
保
川
と
佐
保
丘
陵
に
似
て
い
る
。
そ
こ
は
親
族
や
友
人
が
い
る

懐
か
し
い
場
所
だ
っ
た
。
門
部
王
が
実
際
に
千
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
か
ど
う
か

は
判
ら
な
い
。
佐
保
川
は
、（
巻
４
｜
五
二
六
）
や
（
巻
７
｜
一
一
二
三
）
に
見
え

る
よ
う
に
し
ば
し
ば
千
鳥
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
意
識
し
て
か
か
る

表
現
を
と
っ
た
可
能
性
も
あ
る30
）
。

当
時
、
出
雲
臣
廣
嶋
ら
風
土
記
を
編
纂
し
た
郡
司
層
は
中
海
を
「
入
海
」
と
呼

ん
で
い
た
。
門
部
王
は
、
そ
の
呼
称
法
に
拠
ら
ず
、
意
宇
川
が
注
ぐ
海
を
「
飫
宇

の
海
」
と
表
現
し
た
。
そ
の
読
み
が
人
麻
呂
の
「
淡
海
の
海
」
と
通
じ
る
の
も
理

由
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
に
接
し
た
人
は
、「
淡
海
の
海
」と
呼
ば
れ
た
琵
琶
湖
の
景
観

を
思
い
出
し
、
見
た
こ
と
の
な
い
「
飫
宇
の
海
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
琵
琶
湖
の
景
観

に
重
ね
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
十
一
月
、
出
雲
国
掾
の
安
宿
奈

麻

呂
が
、
朝
集
使
と
し
て
上
京
し
た
。
そ
の
際
、
平
城
京
内
に
あ
る
奈

麻
呂
の
邸

宅
に
安
宿
あすかべ
王
始
め
複
数
の
人
物
が
集
ま
り
宴
が
催
さ
れ
た
。
席
上
、
奈

麻
呂
は
、

大
君
の
命みことか
し
こ
み
於
保
の
浦
を
背そ
向がい
に
見
つ
つ
都
へ
上
る

（
巻
20
｜
四
四
七
二
）

と
詠
ん
だ
。
松
江
市
揖
屋
町
付
近
の
旧
意
宇
川
河
口
付
近
で
は
、
中
海
の
汀
線
が

砂
堆
に
沿
っ
て
大
き
く
彎
入
し
て
「
浦
」
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
さ
に
「
於
保
の

浦
」
と
呼
ぶ
の
に
相
応
し
い
場
所
で
あ
る
。
山
陰
道
は
、
揖
屋
町
平
賀
付
近
で
南

東
に
向
き
を
変
え
、
丘
陵
を
越
え
て
東
に
進
む
。
そ
こ
か
ら
国
府
の
方
を
振
り
返

れ
ば
、
北
側
に
は
「
意
宇
の
海
」
が
広
が
り
、
そ
の
向
こ
う
に
は
美
し
い
嵩
山
が

見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
景
観
を
見
る
こ
と
な
く
、
都
に
の
ぼ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
於
保
の
浦
」
と
い
う
の
は
、
門
部
王
の
「
飫
宇
の
海
」
と

い
う
表
記
法
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

門
部
王
の
歌
に
戻
ろ
う
。
彼
は
、
人
麻
呂
の
歌
を
援
用
し
な
が
ら
中
海
に
注
ぐ

意
宇
川
の
自
然
景
観
を
叙
述
し
、そ
の
後
に
平
城
京
へ
の
望
郷
の
思
い
を
詠
ん
だ
。

人
麻
呂
は
、「
石
見
相
聞
歌
」に
お
い
て
、
石
見
の
実
際
の
景
観
を
巧
み
に
詠
み

込
み
な
が
ら
、
妻
へ
の
愛
情
の
大
き
さ
と
別
れ
の
悲
し
さ
を
う
た
っ
た
。
そ
の
景

観
は
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
で
は
な
く
、
自
身
の
思
い
出
が
石
見
の
妻
の
イ
メ
ー
ジ

と
重
な
り
、
形
を
変
え
て
再
生
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
作

品
は
虚
構
で
あ
り
な
が
ら
深
遠
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
旧
作

の
一
部
を
引
用
し
た
こ
と
で
、
思
い
出
が
作
品
の
中
に
包
み
こ
ま
れ
、
見
る
者
を

響
応
さ
せ
、
一
層
の
感
動
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
石
見
相
聞
歌
」は
序
的
部

分
（
自
然
）
と
被
序
的
部
分
（
人
間
）
が
見
事
に
連
響
し
て
い
る
。
し
か
し
、
門

部
王
の
歌
は
自
身
の
思
い
出
に
基
づ
い
て
形
を
変
え
て
創
作
し
た
も
の
で
な
く
、

た
ん
に
人
麻
呂
の
歌
を
援
用
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
作
品
に
深
遠
さ
が

欠
如
し
、
感
動
も
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑵

巻
４
｜
五
三
六
に
つ
い
て

続
い
て
巻
４
｜
五
三
六
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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飫
宇
の
海
の
潮
干
の
潟
の
片
思もい
に
思
ひ
や
行
か
む
道
の
長
手
を

大
意

（
飫
宇
の
海
の
潮
が
干
て
出
来
る
干
潟
の
カ
タ
と
い
う
こ
と
ば
の

よ
う
に
）
片
思
い
に
独
り
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
長
い
長
い
道
を
行

く
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

右
は
、
門
部
王
、
出
雲
守
に
任
さ
す
時
、
部
内
の
娘
子
を
娶
る
。
い
ま
だ
幾

時
な
ら
ず
し
て
、
既
に
往
来
を
絶
つ
。
月
を
累
ね
て
後
、
ま
た
愛
し
ぶ
る
心
を

起
す
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
娘
子
に
贈
り
致
す
。

左
註
に
よ
れ
ば
、
出
雲
に
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
門
部
王
は
、
管
内
の
女
性
と

結
ば
れ
た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
し
て
関
係
が
途
絶
え
た
。
数
カ
月
後
愛
情
が
再
燃

し
、
再
び
会
い
に
行
こ
う
と
し
た
時
、
こ
の
歌
を
贈
っ
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
左
註
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
契
沖
は
、
部
内
の
娘
子
を
再

び
訪
ね
る
時
の
も
の
と
解
釈
し30
）
、
鹿
持
雅
澄
ら
は
門
部
王
が
上
京
す
る
と
き
に

歌
っ
た
も
の
と
し
た31
）
。
現
在
は
後
者
と
す
る
研
究
者
が
多
い32
）
。

天
平
二
（
七
三
〇
）
年
十
二
月
、
大
伴
旅
人
が
任
を
終
え
て
大
宰
府
か
ら
都
に

戻
る
時
、遊
行
女
婦

う
か
れ
め
の
児
島
と
歌
の
贈
答
を
行
っ
た（
巻
６
｜
九
六
五
〜
九
六
七
）。

こ
の
ほ
か
に
も
、『
万
葉
集
』に
は
、
都
に
帰
る
官
人
と
遊
行
女
婦
と
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
恋
の
歌
が
い
く
つ
も
あ
る
。
門
部
王
の
歌
も
そ
の
よ
う
な
作
品
の
一
つ
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
な
ぜ
上
京
時
に
遊
行
女
婦
と
の
間
で
歌
を
や
り
と
り

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
門
部
王
の
歌
も
そ
の
よ
う
な
歌
の
一
種
で

あ
る
と
理
解
出
来
る
の
か
と
い
う
の
は
、重
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

具
体
的
な
根
拠
を
挙
げ
て
検
討
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
飯
田
勇33
）
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
娘
子
に
対
す
る
個
人
的
な
恋
情
を
う
た
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

門
部
王
と
遊
行
女
婦
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
歓
送
会
の
席
上
披
露
さ
れ

た
儀
礼
歌
な
の
だ
と
い
う
。

飯
田
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
天
皇
の
「
ミ
コ
ト
モ
チ
」
と
し
て
赴
任
し
た
国
司
が

地
方
の
女
性
と
結
ば
れ
る
政
治
的
儀
礼
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
形
骸
化
し
、
歓
送

会
に
臨
席
し
た
遊
行
女
婦
と
の
間
で
恋
の
歌
を
か
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

門
部
王
の
歌
の
左
註
に
つ
い
て
は
、儀
礼
的
な
意
味
が
判
ら
な
く
な
っ
た
人
物
が
、

国
司
が
地
方
の
子
女
を
娶
る
例
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
註
を
つ
け
た
の
だ
と
す

る
。し

か
し
、
筆
者
は
、
こ
れ
だ
け
の
理
由
で
遊
行
女
婦
へ
の
歌
と
す
る
こ
と
に
戸

惑
い
を
覚
え
る
。

大
伴
旅
人
と
児
島
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
歌
が
、
都
に
帰
る
官
人
と
遊
行
女
婦
と

の
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
正
し
い
だ
ろ
う
。『
万
葉
集
』所
収
の
恋
の
歌
に
同
様

の
も
の
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
出
来
る
。
し
か
し
、
国
司
と
遊
行
女
婦
と
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
歌
の
多
く
に
は
官
人
が
都
に
帰
る
時
の
も
の
と
す
る
左
註
が
あ

る
が
、
門
部
王
の
歌
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

左
註
に
つ
い
て
、
国
司
と
郡
司
層
と
の
間
の
儀
礼
の
意
味
を
理
解
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
こ
う
い
う
表
記
に
な
っ
た
と
飯
田
は
考
察
し
た
が
、
そ
も
そ
も
出
雲

に
お
い
て
、
国
司
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
郡
司
層
の
子
女
と
結
ば
れ
る
こ
と
は

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
こ
の
歌
か
ら
約
二
十
年
後
の
『
類
聚
三
代
格
』
天
平
十
六
（
七
四

四
）
年
十
月
十
四
日
条
に
は
、

勅
、
此
季
国
司
多
娶

所
部
女
子

為

妻
妾

、
自
今
以
後
、
悉
皆
禁
断
。
国

雖

隔
越

不

得

娶

。若
嫁
与
郡
司
者
解

却
見
任

。百
姓
者
准

見
任

罪

論

之
。
但
家
妻
聴

自
将
去34
）
。
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と
、
多
く
の
国
司
が
管
内
の
女
子
を
娶
っ
て
妻
妾
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
勅
令
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
司
に
対
し
て
子
女
を
提
供
し
た
郡
司
が
解
任
さ

れ
、
百
姓
も
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
国
司
が
地
方
の
女
性
と
結
ば
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の
史
料
を
も
っ
て
出
雲
で
も
同
様
の
状
況
だ
っ

た
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

時
期
は
下
が
る
が
、
延
暦
十
七
（
七
九
八
）
年
十
月
十
一
日
の
「
太
政
官
符
」
に

興
味
深
い
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
雲
で
は
、
長
い
間
意
宇
郡

大
領
を
兼
務
す
る
出
雲
国
造
が
新
任
の
日
に
神
事
に
事
寄
せ
て
多
く
の
百
姓
の
女

子
を
采
女
と
名
付
け
て
娶
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は

国
司
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
出
雲
で
は
国
司
は
国
造
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。

や
む
な
く
、
国
司
は
太
政
官
に
解
決
を
委
ね
た
。

こ
れ
に
対
す
る
太
政
官
の
対
応
は
、
一
応
、
国
造
の
行
為
を
諫
め
な
が
ら
も
、
神

事
と
し
て
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
一
人
に
限
っ
て
采
女
と
し
て
娶
る
こ
と
を
認

め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
国
司
に
対
し
て
、
国
造
の

采
女
を
卜
占
で
占
っ
て
定
め
、
名
前
が
書
か
れ
た
紙
を
他
人
が
見
な
い
よ
う
に
厳

封
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
。
出
雲
で
は
、
国
造
で
も
あ
っ
た
意
宇
郡
大
領
に

対
し
て
国
司
と
い
え
ど
も
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
が
判
る
。
出
雲
で
も
国
司
赴
任
の
際
に
、
天
皇
の
「
ミ
コ
ト
モ
チ
」
と
し
て
地

方
の
女
性
と
結
ば
れ
る
儀
礼
が
あ
っ
た
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
確
実
な

証
拠
を
挙
げ
て
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、「
道
の
長
手
」の
意
味
に
つ
い
て
も
疑
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
歌

を
門
部
王
の
上
京
時
の
も
の
と
す
る
研
究
者
は
、

道
の
長
手

を
出
雲
か
ら
都
に

向
う
「
長
い
長
い
道
の
り
」
の
意
味
に
理
解
す
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
解
釈
は
正

し
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

道
の
長
手

は
、
ほ
か
に

道
の
永
手

道
の
長
道

な
ど
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、『
万
葉
集
』
に
は
、
七
例

４
｜
五
三
六
、
４
｜
七
八
一
、
５
｜
八

八
四
、
５
｜
八
八
八
、
12
｜
三
一
三
二
、
15
｜
三
七
二
四
、
20
｜
四
三
四
一
）が
載

る
。⒜

大
伴
宿
禰
家
持
、
更
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
五
首

ぬ
ば
た
ま
の
昨
夜
は
還
し
つ
今
夜
さ
へ
わ
れ
を
還
す
な
路
の
長
道
を

（
巻
４
｜
七
八
一
）

⒝

大
伴
君
熊
凝
の
歌
二
首

大
典
麻
田
陽
春
の
作

国
遠
き
道
の
長
路
を
お
ほ
ほ
し
く
今
日
や
過
ぎ
な
む
言
問
も
な
く

（
巻
５
｜
八
八
四
）

⒞

常
知
ら
ぬ
道
の
長
手
を
く
れ
く
れ
と
如
何
に
か
行
か
む
糧
米
は
無
し
に

一
に
云
は
く
、
乾
飯
は
無
し
に

（
巻
５
｜
八
八
八
）

⒟

な
行
き
そ
と
帰
り
も
来
や
と
顧
み
に
行
け
ど
帰
ら
ず
道
の
長
手
を

（
巻
12
｜
三
一
三
二
）

⒠

君
が
行
く
道
の
な
が
て
を
繰
り
畳
ね
焼
き
ほ
ろ
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も

（
巻
15
｜
三
七
二
四
）

⒡

橘
の
美
袁
利
の
里
に
父
を
置
き
て
道
の
長
道
は
行
き
か
て
ぬ
か
も

（
巻
20
｜
四
三
四
一
）

右
の
一
首
は
丈
部
足
麿
の
な
り
。

⒜
は
、
遊
行
女
婦
と
の
間
で
交
わ
し
た
儀
礼
歌
と
さ
れ
、
歌
わ
れ
て
い
る
景
観

は
虚
構
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
長
い
道
の
り
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。⒝

は
、
天
平
三
年
六
月
、
相
撲
使
の
従
人
と
し
て
上
京
中
に
故
郷
を
遠
く
離
れ
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た
安
芸
国
の
高
庭
駅
で
病
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
大
伴
君
熊
凝
の
心
境
を
麻
田
陽

春
が
詠
ん
だ
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
「
長
路
」
が
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
肥
後

と
平
城
京
を
結
ぶ
長
い
旅
の
道
中
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
を
承
け

て
、
山
上
憶
良
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
大
伴
君
熊
凝
を
悼
ん
で
一
つ
の
長
歌
と

四
つ
の
短
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
し
て
、
⒞
に
お
い
て
、
遠
い
死
出
の
旅
路
を
行
く
熊

凝
の
不
安
を
表
す
べ
く
「
道
の
長
手
」
を
用
い
た
。

⒡
の
美
袁
利
の
現
在
地
は
不
明
だ
が
、
橘
は
静
岡
市
清
水
区
小
島
町
立
花
と
さ

れ
、
付
近
を
古
代
東
海
道
が
通
り
、
息
津
駅
（
静
岡
市
清
水
区
興
津
）
が
置
か
れ

て
い
た
。

巻
４
｜
五
三
六
の
み
長
の
異
体
字
で
あ
る
「
永
」
を
用
い
、
他
は
「
長
」
を
使

う
。「
長
手
」
に
つ
い
て
、
漢
語
で
用
例
を
求
め
て
み
た
が
、
漢
和
辞
書
・
漢
籍
な

ど
の
索
引
の
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
漢
語
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

従
来
、「
長
手
」は
遠
い
道
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
⒝

巻
５
｜
八
八
四
）・
⒞

巻
５
｜
八
八
八
）・
⒟
（
巻
12
｜
三
一
三
二
）
は
、「
道
の

り
が
長
い
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
門
部
王
の
詠
ん
だ
巻
４
｜
五
三
六
と
、
⒜（
巻
４
｜
七
八
一
）、

⒠
（
巻
15
｜
三
七
二
四
）、
⒡
（
巻
20
｜
四
三
四
一
）
の
四
首
は
、
従
来
の
解
釈
以

外
の
理
解
が
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
に
お
け
る

道
の

長
手

は
、
直
線
的
に
延
び
る
古
代
道
路
の
景
観
を
反
映
さ
せ
た
表
現
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
〇
年
代
ま
で
古
代
道
路
の
実
態
は
不
明
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の

研
究
者
が

道
の
長
手

を
長
い
道
の
り
の
意
味
に
理
解
し
た
の
は
当
然
の
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
各
地
で
幅
六
〜
十
四
メ
ー
ト
ル
の
道
路
痕
跡
が
数
キ
ロ

に
わ
た
っ
て
平
野
を
貫
い
て
い
る
事
例
が
次
々
に
報
告
さ
れ
、
古
代
駅
路
は
直
線

的
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、見
直
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
今
一
度
、
出
雲
国
府
周
辺
の
古
代
山
陰
道
の
経
路
を
思
い
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

門
部
王
が
い
た
出
雲
国
府
付
近
で
は
、
道
幅
十
四
メ
ー
ト
ル
の
山
陰
道
が
、
約

十
二
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一
直
線
に
意
宇
平
野
を
横
切
っ
て
い
た
。そ
し
て
、山

陰
道
は
出
雲
郷
の
竹
花
付
近
か
ら
揖
屋
町
に
か
け
て
は
、
門
部
王
が「
飫
宇
の
海
」

と
表
現
し
た
中
海
の
湖
岸
を
通
っ
て
い
た
。

長
手

に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
の

木
本
雅
康
は
、「（
前
略
）「
道
の
長
手
」と
は
、
あ
る
い
は
こ
の
直
線
道
路
が
、
門

部
王
の
心
の
中
に
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
表
現
で

は
な
い
だ
ろ
う
か35
）

」
と
推
量
し
た
が
、
筆
者
も
、

道
の
長
手

と
い
う
の
は
、
平

野
を
一
直
線
に
貫
く
よ
う
に
敷
設
さ
れ
た
古
代
道
路
の
形
状
を
踏
ま
え
た
も
の
で

は
な
い
か
と
理
解
し
た
い
。

こ
の
歌
を
上
京
時
の
も
の
で
あ
る
と
十
分
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で

は
、
筆
者
は
、
編
纂
者
の
意
図
に
即
し
て
左
註
に
し
た
が
っ
て
解
釈
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』に
よ
れ
ば
、
意
宇
郡
内
に
は
、
伯
耆
国
か
ら
石
見
国
に
向
か

う
山
陰
道
と
国
府
十
字
街
か
ら
隠
岐
国
に
向
か
う
官
道
（
き
た
に
ま
が
れ
る
み
ち

北

道
）
と
、
そ
れ

以
外
の
道
が
あ
っ
た
。
国
守
館
を
出
て
中
海
沿
岸
を
通
る
道
は
山
陰
道
だ
け
で
あ

る
。
門
部
王
が
心
を
寄
せ
た
女
性
は
、
意
宇
郡
東
部
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

当
時
、
中
海
は
日
本
海
と
繋
が
っ
て
い
て
、
外
洋
の
影
響
を
受
け
て
潮
の
満
ち

引
き
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
日
本
海
沿
岸
で
は
、
瀬
戸
内
や
太
平
洋
沿
岸
と
は

異
な
り
、
満
ち
引
き
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
大
規
模
な
干
潟
は
形
成
さ
れ
に
く
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い
。
上
二
句
の
自
然
景
観
は
必
ず
し
も
正
確
な
も
の
で
は
な
く
、
片
思
い
を
導
き

だ
す
た
め
の
序
詞
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
歌
に
は
、
当
時
の
山
陰
道
の
形
状
と
中
海
の
景
観
が
想
像
を
交
え
て
巧
み

に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
研
究
者
の
中
に
は
、
門
部
王
の
出
雲
守
赴
任
に
懐
疑
的

な
見
方
を
す
る
者
も
い
る
が36
）
、
実
際
に
出
雲
国
府
に
赴
任
し
て
、
意
宇
平
野
の
景

観
を
見
た
か
ら
こ
そ
描
け
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
藤
武
義
は
、『
万
葉
集
』
中
の
「
片
思
」
と
「
片
恋
」
の
使
用
事

例
（「
片
思
」
一
〇
例
、「
片
恋
」
九
例
）
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、「
片
思
」
と

「
片
恋
」が
恋
愛
の
深
化
の
度
合
い
に
よ
っ
て
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
結
論
し

た
。
そ
し
て
、「
片
思
」は
、
相
手
と
の
交
感
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
ひ
と
り
居
の

寂
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
の
恋
慕
、「
片
恋
」は
、
相
手
に
気
付
か
れ
な
い
一
方
的
な

思
慕
と
異
な
る
使
用
が
あ
っ
た
と
す
る
。「
片
思
」の
方
が
思
慕
の
念
が
よ
り
深
い

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る37
）
。
さ
ら
に
、「
眼
前
に
い
な
い
人（
物
事
）に「
恋

ふ
」
行
動
が
発
動
し
て
後
、
脳
裡
に
人
（
物
事
）
を
思
い
描
く
「
思
ふ
」
が
現
れ

る
。
そ
の
結
果
、
相
手
へ
の
思
慕
が
「
恋
ふ
」
か
ら
「
思
ふ
」
へ
と
変
化
す
る
も

の
で
あ
る38
）
」
と
す
る
。

こ
の
考
察
に
従
う
な
ら
ば
、
作
中
人
物
は
、
一
時
期
お
互
い
に
心
惹
か
れ
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
後
心
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
を
前
よ
り
も
一
層
深
く
思
う
よ
う

に
な
り
、
女
性
の
住
む
里
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
道
は
ひ
た
す
ら
ま
っ
す
ぐ
で
、

は
る
か
遠
く
に
見
え
る
。
女
性
に
対
す
る
も
ど
か
し
い
恋
心
が
感
じ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
上
二
句
の
自
然
景
観
は
あ
く
ま
で
も
「
片
思
」
を
引
き
出
す
た
め
の

「
序
詞
」に
過
ぎ
な
い
。
優
れ
た
技
巧
は
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
読
ん
だ
時
の
感

動
は
少
な
い
。
こ
こ
に
画
一
化
し
た
後
期
万
葉
歌
人
の
限
界
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

む
す
び

本
稿
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』の
記
述
と
考
古
学
や
地
理
学
な
ど
の
総
合
調
査
に

よ
っ
て
判
明
し
た
古
代
意
宇
郡
の
景
観
を
把
握
し
た
上
で
、
出
雲
国
守
の
門
部
王

が
詠
ん
だ
巻
３
｜
三
七
一
・
巻
４
｜
五
三
六
の
二
首
を
分
析
し
、
出
雲
の
古
代
景

観
が
門
部
王
の
作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

⑴

門
部
王
は
、
養
老
五（
七
二
一
）年
頃
に
出
雲
国
に
守
と
し
て
赴
任
し
、
巻

３
｜
三
七
一
と
巻
４
｜
五
三
六
の
二
首
を
詠
ん
だ
。

⑵

巻
３
｜
三
七
一
で
は
、
自
身
の
過
去
の
作
品
の
一
部
を
引
用
す
る
の
で
な

く
、
人
麻
呂
の
歌
を
援
用
し
て
悲
哀
を
歌
っ
た
。
は
じ
め
に
出
雲
国
庁
の
置

か
れ
た
意
宇
平
野
の
自
然
景
観
を
歌
い
、
そ
の
後
に
平
城
京
へ
の
望
郷
の
思

い
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
背
景
に
は
門
部
王
と
郡
司
ら
と
の
確
執
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

⑶

巻
４
｜
五
三
六
は
、当
時
の
山
陰
道
の
形
状
と
中
海
の
景
観
を
踏
ま
え
、一

部
に
文
学
的
虚
構
を
交
え
な
が
ら
、
恋
す
る
女
性
の
も
と
に
向
か
お
う
と
す

る
姿
を
描
い
た
作
品
だ
と
理
解
出
来
る
。
た
だ
し
、
上
二
句
の
自
然
景
観
は

あ
く
ま
で
も
「
片
思
」
を
引
き
出
す
た
め
の
「
序
詞
」
と
し
て
使
わ
れ
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
優
れ
た
技
巧
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
深
遠
さ

に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

以
上
で
あ
る
。
門
部
王
の
歌
は
、
柿
本
人
麻
呂
ら
前
期
万
葉
歌
人
の
作
品
と
較

べ
る
と
技
巧
が
目
立
つ
が
、
独
自
性
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
作
品
に
は
悲
哀
は

十
分
表
わ
れ
ず
、作
者
の
感
動
も
充
分
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。こ
れ
が
画
一
的
に
な
っ
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た
後
期
万
葉
歌
人
の
限
界
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
、
さ
ら
に
山
陰
地
方
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
景
観
論

的
立
場
か
ら
一
つ
ず
つ
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

註
１
）

神
英
雄
『
柿
本
人
麻
呂
の
石
見
』（
自
照
社
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
２
）

高
木
市
之
助
他
校
注
『
万
葉
集
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
の
表
記
に
よ
る
。

以
下
同
じ
。

大
意

も
同
書
に
拠
る
。

（
３
）

意
宇
川
の
河
口
付
近
の
東
出
雲
町
出
雲
郷
の
阿
太
加
夜

あ
だ
か
や
神
社
境
内
に
は
、
意
宇
川
に

面
し
て
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
建
立
の
出
雲
大
社
宮
司
千
家
尊
祀
揮
毫
の
歌
碑
が

建
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
位
置
は
、
厳
密
な
検
証
を
経
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
同
社
に
は
、
後
世
に
神
社
が
対
岸
（
図
９
）
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
と

の
伝
承
が
あ
る
。

（
４
）

佐
佐
木
忠
慧
『
東
国
歌
枕
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
『
大
和
国
歌
枕
』（
お

う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か
多
数
。
具
体
的
な
考
察
で
は
、
藤
岡
謙
二
郎
『
先
史
地

域
及
び
都
市
域
の
研
究
』（
大
明
堂
、
一
九
五
六
年
）、
同『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地

理
学
的
研
究
』（
大
明
堂
、
一
九
六
〇
年
）、
同『
地
理
学
と
歴
史
的
景
観
』（
大
明
堂
、

一
九
七
七
年
）、
谷
岡
武
雄
『
平
野
の
地
理
』（
古
今
書
院
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
の
方

法
を
援
用
し
た
。

（
５
）

佐
野
正
己
「
門
部
王

｜
天
平
作
家
研
究
｜
」（『
中
大
国
文
』
二
、
一
九
五
九
年
）
八

〜
十
六
頁
。

（
６
）

黛
弘
道
「
万
葉
歌
人
『
門
部
王
』
小
考
」（
五
味
智
英
先
生
古
希
記
念
『
上
代
文
学
論

叢
』
第
八
冊
、
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）。

（
７
）

塙
保
己
一
『
新
校
群
書
類
従
』
第
三
巻
（
一
九
三
〇
年
・
一
九
七
七
年
履
刻
。
名
著
出

版
）
四
〇
二
頁
。

（
８
）

澤
潟
久
孝「
万
葉
作
者

」（『
万
葉
の
作
品
と
時
代
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
））

二
一
一
〜
二
二
〇
頁
。

（
９
）

佐
野
前
掲
註
５
に
同
じ
。

（
10
）

黛
前
掲
註
６
。
二
七
二
頁
。

（
11
）
「
家
伝
・
下
」
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
）

八
八
五
頁
。

（
12
）

松
江
市
八
雲
町
日
吉
は
過
去
に
頻
繁
に
洪
水
被
害
が
起
き
て
い
た
が
、
在
地
の
豪
農

周
藤
弥
兵
衛
良りょう
刹せつ
ら
が
私
財
を
投
じ
て

日
吉
切
通

と
呼
ば
れ
る
新
河
道
の
開
削

と
築
堤
な
ど
を
行
い
、
治
水
に
成
功
し
た
。

（
13
）

神
英
雄「
神
奈
備
考
」（『
関
山
和
夫
博
士
喜
寿
記
念
論
集

仏
教

文
学

芸
能
』、
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
二
八
九
〜
三
〇
九
頁
、
同
「
神
奈
備
と
三
諸
の
歴
史
地
理

学
的
考
察
」（『
日
野
昭
先
生
傘
寿
記
念
論
集

日
本
古
代
の
宗
教
と
伝
承
』、
勉
誠
出

版
、
二
〇
〇
九
年
）
五
〜
二
九
頁
。

（
14
）

秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
二
・
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
一

一
九
頁
。

（
15
）

丹
羽
野
裕
「
地
形
の
復
元
」
『
出
雲
国
府
周
辺
の
復
元
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
）
一
三

頁
。

（
16
）

広
江
耕
史
「
出
雲
国
府
と
周
辺
の
遺
跡
」（『
風
土
記
の
考
古
学
』
三
、
同
成
社
、
一
九

九
五
年
）
一
七
七
〜
一
九
一
頁
。

（
17
）

前
掲
註
15
に
同
じ
。

（
18
）

成
瀬
敏
郎「
意
宇
平
野
｜
そ
の
形
成
に
つ
い
て
｜
」（『
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
周
辺
の

文
化
財
』、
一
九
七
五
年
）
八
五
〜
一
〇
〇
頁
。

（
19
）

秋
本
前
掲
註
14
。
一
四
一
頁
。
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（
20
）

高
安
克
己
・
竹
広
文
明
「『
風
土
記
』
時
代
の
出
雲
の
自
然
環
境
」（『
風
土
記
の
考
古

学
』
三
、
同
成
社
、
一
九
九
五
年
）
四
〇
頁
。

（
21
）

高
安
克
己
・
竹
広
文
明
前
掲
注
20
。
四
二
頁
。

（
22
）

中
村
太
一
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
方
位
・
里
程
記
載
と
古
代
道
路
｜
意
宇
郡
を
中
心

と
し
て
｜
」（『
出
雲
古
代
史
研
究
』
二
、
一
九
九
二
年
）
六
九
〜
九
五
頁
。

（
23
）

中
村
前
掲
註
22
。
七
六
・
七
七
頁
。

（
24
）

前
掲
註
15
。
二
三
頁
。

（
25
）

木
本
雅
康「
出
雲
国
西
部
の
古
代
駅
路
」（『
出
雲
古
代
史
研
究
』十
一
、
二
〇
〇
一
年
）

四
二
〜
八
〇
頁
。

（
26
）

秋
本
前
掲
註
14
。
一
〇
九
頁
。

（
27
）

丹
羽
野
前
掲
註
15
。
三
九
頁
。

（
28
）

井
上
實
「
飫
宇
の
海
の
河
原
の
千
鳥
」（『
武
庫
川
国
文
』
三
八
、
一
九
九
一
年
）
六
四

〜
七
六
頁
。

（
29
）

秋
本
前
掲
註
14
。
九
五
頁
。

（
30
）

契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
二
（
初
稿
本
天
和
年
間
に
成
立
・
精
撰
本
元
禄
三
年
成
立
。）『
契

沖
全
集
』
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
三
五
一
頁
。

（
31
）

鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
四
巻
（
国
書
刊
行
会
、
一
八
九
八
年
）
四
四
一
頁
。

（
32
）

土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
二
（
筑
摩
書
房
、
一
九
四
九
年
）
三
一
八
頁
。
武
田
祐
吉

『
万
葉
集
全
註
釈
』
五
（
角
川
書
店
、
一
九
五
七
年
）
一
〇
五
頁
。
伊
藤
博
『
万
葉
集

釈
注
』
二
（
集
英
社
、
一
九
九
六
年
）
四
四
六
頁
。
梅
木
裕
「『
万
葉
集
』
五
三
六
番

歌
小
考
」（『
解
釈
』
四
九
｜
十
一
、
十
二
、
二
〇
〇
三
年
）
ほ
か
。

（
33
）

飯
田
勇
「「
遊
行
女
婦
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
万
葉
集
を
読
む
｜
」（『（
東
京
都
立
大
学
）
人

文
学
報
』
三
三
〇
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〜
一
九
頁
。

（
34
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系

類
聚
三
代
格
』
前
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
三
〇

二
頁
。

（
35
）

木
本
前
掲
註
25
。
四
七
頁
。

（
36
）

新
谷
秀
夫
「
門
部
王
の
「
恋
の
歌
」
を
よ
む
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
一
五
、

二
〇
〇
五
年
）
九
一
頁
。

（
37
）

佐
藤
武
義
「
万
葉
語
と
し
て
の
『
片
思
』
と
『
片
恋
』」（『
日
本
文
芸
思
潮
論
』、
桜
楓

社
、
一
九
九
一
年
）
七
三
〜
七
六
頁
。

（
38
）

佐
藤
前
掲
註
37
。
七
三
〜
七
四
頁
。

付
記本

稿
執
筆
に
際
し
て
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
『
出
雲
国
府
周
辺
の
復
元

研
究
』（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
報
告
書
四
三
、
二
〇
〇
九
年
）を

参
考
に
し
た
。
ま
た
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
資
料
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

浜
田
市
立
石
正
美
術
館
主
任
学
芸
員
）
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